The Achievements and Personality of Professor KANEKO over a Period of Forty Years in Hosei University by 浜村 彰
金子征史先生の法政大学四〇年間にわたるご功績と
お人柄
著者 浜村 彰
出版者 法学志林協会
雑誌名 法学志林
巻 113
号 3
ページ 181-192
発行年 2016-03-09
URL http://hdl.handle.net/10114/12941
金子征史先生の法政大学四〇年間にわたるご功績とお人柄（浜村）

一八一
金子征史先生の法政大学四〇年間にわたるご功績とお人柄
浜村
　
彰
はじめに
　
金子先生の略歴について詳しくは巻末の「略歴」を見ていただきたいが、先生は一九四四年四月に東京都足立区で
お生まれになり、江戸っ子として小中高等学校を過ごしながら、一九六三年に法政大学法学部法律学科に入学された。大学内に六〇年安保闘争の余韻が色濃く残る時代に、自由と進歩を校風とする法政大学でリベラルな法 を学ぶとともに、法学会法律相談部で市井の人々を対象とする法律相談という実践活動にも携わりながら、 解釈学を中心とした法律学を修得された。　
その後、本学大学院に進学して青木宗也先生（元法政大学総長）の指導の下で労働法の研究に着手され、労働組合
運動に寄り添ったプロレーバー労働法学の有力な若手研究者として頭角を現 、数々の論文を発表なされた。そのかいもあって、二九歳の若さで立正大学経営 部 専任講師に就任され、一九七六年には三二歳で本学 学部助教授に着任、一九八一年には三七歳で教授に昇格され まさに青木門下生のエリート街道をまっしぐらに歩んできたといってよい。法政大学や大学界におけるその後の活躍はこ 後詳述するが、労働法 会や教育法学会にあって 長 理事
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や事務局長などの大任を果たされるなど学界においても多大な功績を残しておられる。　
私は、本学の法学部生のときから金子先生との知遇を得られる幸運に恵まれ、その後大学院に進学して形式的に青
木先生を指導教授とする同門の兄弟弟子となるが、実際には金子先生の実質的な一番弟子として労働法のご指導を受けただけではなく、研究者として 心構えも教えていただいた。研究者として独り立ちしてからも、共同研究を行ったり、金子 の校務のお手伝いをしたりするなど深く長いお付き合いをする中で、人と の生き方の面でも多くのことを学ばさせていただいた。そう た先生との縁深い立場にある一番弟 として、金子先生の大学四〇年間にわたる研究者や大学人としてのご功績 身近に接した金子先生のお人柄について、こう た機会 与えられたことに深く感謝しながら、拙文をしたためる次第であ 。
金子先生の研究者としての業績
　
金子先生の労働法研究者としての出発点は、やや意外と思われるかもしれないが、労働組合法をはじめとした集団
的労働関係法の研究である。処女論文である「組織分裂と組合財産の帰属─フランスにおける一九四七年のＣ・Ｇ・Ｔの分裂の背景と法的問題」 （法学志林七〇巻一号、一九七二年） は、フランスの最大労組であるＣＧＴの組織分裂を取り上げ、その背景とその際に発生した組合財産の帰属関係 う法的問題を比較法的に研究されてい 。そ後、先生の関心はしばらく労働組合の内部問題に向かっており、こ 時期の代表的論文として「組合費の法的性質と組織統制」 （労旬八四六号、一九七三年）を挙げる ができる。こ 論文は、組合内部の政治的対立を背景に当時問題となっていた組合脱退者に対する組合費請求事件を題材にし 、 合費 法的性質を組合 組織強制という観点
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から再構成したものである。私は学生時代にこの論文を読んで深い感銘を受けた記憶があり、先生の初期の研究を代表する秀逸の作品といってよいであろう。このテーマについては、後に「組合費納入義務の範囲と限界─最高裁国労組合費二事件を契機に」労旬九〇〇号（一九七六年）でさらに掘り下げた研究をものにしておられる。　
その後、先生は、研究領域を広げていき、とりわけ青木門下生であったためか、 「国公法における争議行為禁止の
しくみと機能」 『ストライキ権』法時臨時増刊四八巻八号（日本評 社、一九七六年） はじめとした官公労関係の集団的労使関係法に関する業績を重ねるとともに、次第に個別的労働関係法領域にも研究対象 拡大 いく。 働基準法に関する「割増賃金」 『労働基準法』季労別冊一号（総合労働研究所、一九七七年）や 管理監督者の範囲」季労一〇四号（一九七七年）などがそ 果であり、 「退職にともなう法律問題（上） 、②」労旬九四六号・九五五号（一九七八年）など労働契約法上の問題についても、緻密な解釈論を展開しておられる。　
また、先生は、労働法にとどまらず、教育法についても研究のウイングをのばし、 「教職員の身分と職務」 、 「教職
員の政治活動の自由および労働基本権」室井・鈴木編『教育法 基礎』 （青林書院、一九七八年）などの論文を発表されている。その後も、教育法に関しては、 「教育労働者の時間短縮・週休二日制」季刊教育法四三号（ 八二年）や「教育法と労働法」 『永井還暦記念論文集・憲法と教育法』 （エイデル研究所、 九一 などの秀作をものにされている。　
先生は、後述するように一九九九年に法政大学常務理事に就任し それ以後校務に忙殺されることになるが、業績
目録を見 ばわかるようにそれまでに毎年膨大な数の論文や判例研究等 お書きにな おり 学会の重鎮として業績を確実にあげられておられ れらをすべて紹介 ことはできないので、金子先生の 業績の特徴として次の三点 指摘しておきたい。
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その一つは、主な研究フィールドとして官公労をめぐる法的問題について、かなりの数の論文を発表されているこ
とである。一九七五年の官公労働者が行ったスト権ストを頂点にして、官公労の争議行為禁止をめぐる問題は憲法学と労働法学の一大争点となっており、多くの労働法学者がこの問題 力を注いでいたが、先生も、研究の初期からこの問題を中心とした官公労をめぐる法的課題に精力的に取り組んでいる。たとえば「スト権奪還闘争─スト権ストら立法要求まで」 『国労権利闘争史』 （ 働旬報社、一九八一年）や「最高裁判決にみる 働基本権制限の合憲性」『労働基本権─四・二判決の二〇年』法時臨時増刊（日本評論社、一九八九年） 、 「人勧ストの合法性─代償措置論の判例法上の位置づけ」労旬一二三 ・三二号（一九九〇年）などがその代表作 あ　
その二つとして、こうした集団的労働関係法領域の業績と並んで、個別的労働関係法の領域の様々なテーマについ
て綿密な法解釈論を展開されてきたことである。労働契約 上の主要問題について多数 論文を七〇年代から一貫して書かれており（たとえば「労働契約の不履行と法的救済」労旬 八三号、一九七 年） 、比較的最近においても「労働契約法制の立法論的検討の対象と方法」日本労働法学会誌八二号（一九九三年）や「配転・出向をめぐる判例法理の課題」法学志林九三巻三号（一九九七年）などを執筆されてい 。　
しかし、業績一覧から一目瞭然であるが、何と言っても先生の研究のメインの舞台は労働基準法をめぐる多様な法
的問題の研究であろう。その中でとくに先生が精力 注がれたのは、 働時間と賃金・退職金をめぐる問題である。労働時間法については、 「休憩時間の解釈論上の限界と立法課題」 『青木還暦記念論文集・労働基準 課 と展望』（日本評論社、一九八五年） 、 「労働時間立法の視点と改正目標 労旬一一四八号（一九八六年） 、 「残業規制の法理と立法政策」 （ 『遠藤喜寿記念論文集・実務 学における現代的諸問題』 （ぎょうせい、二〇〇七年）など 著わし いる。他方、賃金・退職金 比較的初期には「最近における賃金をめぐる判例の動向と問題点」季 九三号
金子征史先生の法政大学四〇年間にわたるご功績とお人柄（浜村）

一八五
（一九七四年） 、中期においては「退職金をめぐる紛争とその問題点」労旬九六七・八号（一九七九年）や「賃金・退職金の不利益変更」季労一一五号（一九八〇年）など、そして最近では共編著として「賃金に関する立法的規制の目的と手段─賃金支払方法の規制に関して」 『講座二一世紀の労働法（第五巻） 』 （有斐閣、二〇〇〇年）をお書きになっている。　
三つ目の研究業績上の特徴は、どのように難しいテーマについても、その中心的論点に端的に切り込むと同時に、
驚くほど平易かつ明晰な文章で鋭利な分析を行っていることである。そ 例証となる論文を上げたらきりがないが、そうした特徴が顕著に出ており、かつ私がかつて論文を書くときに模範として勉強させていただいたのは、 使用者の争議対抗行為─ロックアウト 権 性と要件」 『労働組合法』季労別冊（一九七九年）である。使用者のロックアウト（ 権）は、労働法学上学説判例の論争が最も激しくなされた大 なテーマであるが、先生は、学説判例の議論の状況を丁寧に整理しな ら、現在の通説となる労働法学的考察 平易かつ説得力あふれ 文体 論じられている。先生の研究論文の中でその研究スタイルをもっとも端的に表す秀作といっ よいであろう　
この平易かつ明晰な文章でつづられた先生の著作としてもう一つ是非挙げたいものがある。先生は 様々な雑誌で
労働法の連載 文をお書きになっている 、一九九二年から受験新報という雑誌で二三回にわたって連載された「点整理ノート〈労働法〉 」 （同誌一九九二年三月号～一九九四年三月号）は、学生にとって非常にわかりやすく書かれた講義ものとして非常に優れたも といえる。 ぜこの連載をま めてテキストと て出版されなかっ の 、かえすがえす残念である。もし出版されていたら、労働法の代表的テキストに ったこ 間違 な 。　
最後に、こうした膨大な数の業績のほかに、先生が学界の重鎮として、多くの著作物の編著者としてとりまとめ役
を果たすと同時に（たとえば『基本法コンメンタール労働基準法〈第四版〉 』 〈日本評論社、 九九九年〉や『入門労
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働法』 〈有斐閣、一九九五年〉など） 、一九八六年より日本労働法学会理事（同年より一九九一年まで学会事務局長、一九九四年～一九九七年まで日本労働法学会誌編集委員長） 、一九九七年より日本教育法学会理事などを長年務め、また日本学術会議研究連絡員を務めるなどして、両学会の発展に多大な貢献をなさったことを記しておく。
金子先生の大学人としての功績
　
前述したように金子先生は、研究者として多忙な仕事をなされてきたが、大学人としても、法政大学や私大関係に
おいて大きな足跡を残している。　
本学の要職と て先生は、一九九五年にボワソナード記念現代法研究所所長を務めたのを皮切りに 一九九八年に
は法学部長に就任して法学部の取りまとめ役となった後、一九九九年には常務理事に立候補してトップ当選し、二期にわたって総務・学生担当の常務理事として激職をこなされた。　
常務理事として数多くの功績を上げられたが、その中で最も記憶に残るのは、学生会館を閉鎖して、現在の外濠校
舎建設への道筋をつけたことであろう。当時、学生会館は学生の自主管理の名の下 大学の管理が及ばない聖域とされており、とり け新左翼系の政治グループの拠点 いわば治外法権に近い状態と っていた。しかし、二〇〇四年に漏電を原因とする火災が発生したため、先生は担当常務理事 して学生会館 閉鎖することを直ち 決定し、その指揮の下で学生部 よ 学生団体との粘り強い交渉を重ねて、 生 館 取り壊し 正式に決定するにいたった。従来の学生主体の自主管理体制で 会館 使用を継続することは、学生の安全確保を第 義とす 大学 しての法的責任を果たすことが きないこと、建物の老朽化により学生 福利厚 施設として 役割を果たせないことなどを
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丁寧に説明して、学生に対して粘り強い説得を重ねた結果の大きな成果といえる。かりにこの時に学生の猛反発を恐れて学生会館の取り壊しを逡巡 いたら、現在の市ヶ谷キャンパスの再開発に着手することはできなかったし、学生が学園生活を送る上でのアメニティはもちろんのこと、法政大学全体の魅力を高めることができなかったであろう。その意味で、先 が常務理事時代に残したこの功績は、今日の 発展を支える大きな遺産となっている。　
また、先生はこうした校務上の要職のほかに、学生の課外活動のよき理解者として、様々な学生団体の顧問や部長
を務めている。体育会ラクビー部部長代理 手始めに、体育会スケート部部長、法学会法律相談部指導教授、アカデミー合唱団部長、体育会柔道部部長、体育会ラクビー部部長などを歴任して、学生の勉 面だけではなく、スポーツや課外生活の上でも 活指導者として 役割を果たされてきた。法政大学ＯＢとしても、法学部同窓会会長と法政大学法曹界会長を現在 務めておられ、卒業生の代表としてＯＢ活動を活発になされている。　
さらに、私大関係においても、長年にわたって大学基準協会相互評価委員会幹事や同基準委員会委員などを務め、
大学の自己点検・評価 動に携わ とともに、私大連盟においても、国際交流委員 委員や法科大学院に対する公費助成対策チーム委員などに就任し 、私大全体の発展のため 尽くされ き 。ま 、文部省社会通信教育教材審査委員や厚生労働省東京地方労働審議会公益委員・ 長代理など 官庁関係の要職にも就いており、多忙な中でよくこれだけの公職をこなす時間があったも だとあらためて驚かされる。　
以上のように金子先生は、研究者としての大きな業績を上げたばかりではなく、大学人としても法政大学のみなら
ず、学外の広範囲にわたる公職も務めてき のであり その精力的な 動と残 た功績 大 さ は、ただただ頭が下がる思いである。
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金子先生との出会いとご指導の恩
　
冒頭にも書いたように私と金子先生 の最初の出会いは、私が学部一年生で金子先生がまだ本学大学院の博士課程
に在学しているときの一九七一年であったと記憶している。私は当時青木宗也先生が顧問をなさっていた法学会労働法研究会（現在は消滅している）に入部し、労働法の勉強をしはじめたばかりの頃であった。研究会の先輩であり大学院修士課程に在籍していた石橋洋さん（熊本大学名誉教授）の誘いで、 先生が中心となって進められていた国鉄労働組合の反マル生闘争に関わ 実態調査のアルバイトに駆り出され その出向いた に金子先生がおられて作業をしていた。最初の印象 、すでに労働法の大家 ような貫録で博士課程の方はこれほど立派なものかという程度のもので、その時は直接言葉を交わ ことができなかった。　
先生と直接初めてお話しする機会を得たのは、私が学部三年生で青木ゼミに入ってからである。当時、青木先生は
法学部長で多忙な め、すでに立正大学の専任講師をなさっていた金子先生が代行として幾度かゼミを指導される機会があった。ゼミで官公労働者のストライキ権をテーマ して議論していたときに、四年生が行った報告 私が批判したところ、金子先生から「君の言っていることは籾井先生 焼写しだな」とビシッと指摘され、赤面し 記憶がある。　
一九七五年に私が本学大学院の修士課程に進学し、青木先生の指導の下で労働法を本格的に勉強し始めたころ 金
子先生が法学部助教授に就任された。しか 一九七八年 青木先生が法人の常務理事に就任されてますます多忙となったために、院生の指導は主に金子先生が行うことになった。そ とき中央大学の横井芳弘先生 青木先生がそれ
金子征史先生の法政大学四〇年間にわたるご功績とお人柄（浜村）

一八九
ぞれ指導する院生に対して相互に労働法演習を行っていたので、法政大学の演習にも中大の院生が多数参加していた。結果、総勢二〇名近くの賑やかなゼミを若手バリバリの研究者である金子先生が実質的に指導していた。勝手気ままに発言するメンバーが多かったので、先生もまとめるのに大変だったと思うが、権威ぶることも感情的になることもなく、院生の発言をじっくり聞いて、問題点を冷静に指摘するという、若手教員の割に熟達なゼミの指導をしていたとの印象がある。　
私が金子先生の一番弟子と自負するようになるのは、一九七八年に大学院の博士課程に進学してからである。どう
も性根が生意気なわりに怠け者であ たせいか、青木先生の覚えがあまりめでたくなく、本学大学院 博士課程への進学をあきらめて他大学 を受験しようかと悩んでいた時に、金子先生から「博士課程の入学試験で青木先生がとらざるを得ないような点数をちゃんとと ばいいんだ」と励まされたことから、本学大学院の博士課程へ 進 を決めた。 「頑張れ！」と書かれた金子先生からの年賀状を机の前において 入試勉強をした思い出がある。結局、なんとか博士課程に することができた 、これも金子先生から授けられた大きなご恩の一つである。　
私とほぼ同期の院生として金子先生のご指導を受けたものとして、藤本茂法学部教授と長峰登記夫人間環境学部教
授（私を含め この三人は旧労働法研究会のメンバーでもある） いるが この頃から先生も直接指導教官と 弟子を取り始める。形式上の一番弟子は大場敏彦流通経済大学教授であ 。先生は こうした多彩な弟子達 対して判例学説の通 一遍の研究指導ではなく、常に実践的 解釈論をご なさった。その指導の大きな成果が中大院生との共同ゼミで行った共同 「整理解雇 めぐる判例総覧」労旬九八六号（一九七九年）である。また、私 博士課程を修了して他大学に勤務するようになってからも、先生の指導の下に多数の若手研究者や院生が集まって共同研究を進め、 『労働判例大系（
3） ・労働時間・休日・休暇』 （労働旬報社、一九九一年）や『労働判例大系（
12） ・団体交
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渉』 （労働旬報社、一九九二年）を刊行している。とりわけ、芸団協の協力の下に芸能実演家等の労働法・社会保障法上の法的課題について実態を踏まえたうえで検討し新たな問題提起を行った「芸能実演家等の労働法上の地位と法的保護のあり方」労旬一三六一号（一九九五年）は、学会に対して大きな一石を投じるものであった。また、金子先生の発案により一九九四年から法律時報で若手研究者を中心とし 「労働判例研究」の連載が始まったことも、直接の弟子達だけでなく全国の若手研究者の育成についても心配りを た先生の功績の つといってよい ろう　
私が法政大学に戻ってからも、先生はたくさんの弟子を育成なさった。その中で大学教員や研究者として巣立って
いったも も少なくない。先ほどあげた大場さんのほかに山本圭子（法政大学講師・茨城県労働委員会公益委員） 、大原利夫（関東学院大学法学部教授） 、水野圭子（法政大学講師） 、沼田雅之（二〇一六年四月から本学法学部教授に就任予定） 、宮崎由佳（電機連合研究員）など多彩な顔ぶれである。人間環境学部の永野秀雄教授も直接 弟子ではないが、金子先生の指導を受けたものとしてそ 一員に加えてもいいであろ 。
金子先生の寛容なお人柄
　
金子先生のお人柄として誰もが認めるのは、とにかく温和で懐深いところであろう。東京の下町の裕福な家庭で長
男として育った生い立ちからであろうか、四〇年近くお付き合いさせてい だ た中で、先生の怒った姿を見たこはないし、個人的にも何度もミスをしたにもかかわらず𠮟責されたことがな 。私が大学院の博士課程に在籍しているときだったと思うが、石橋さんや藤本さんたちとお正月のごあいさつに青木先生のご自宅にお邪魔して、昼間からしこたまお酒を飲んだ後、夕方に金子先生のお宅 年賀のあいさつに伺う う無茶なことをした。そのとき私はか
金子征史先生の法政大学四〇年間にわたるご功績とお人柄（浜村）

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なり酔いがまわっており、金子先生と奥様にご挨拶をするや否やすぐに勝手に応札室のソファに横たわり、寝込んでしまという失態を犯し しまった。はっ 気づくとすでに夜の九時を回っており、金子先生に平謝りをしたが 先生も奥様もにこにこ笑って小言の一言もおっしゃらなかった。一昨年末の先生の最終講義の後のパーティで、先生の長女の美弥さんから「浜村さん、あ 時のことを覚えている？」と言われて記憶がよみがえり、三〇数年ぶり 冷や汗をかいた。とに く も、これほど弟子 甘え 許す懐深 寛容な指導教授はそんじょそこらにはいらっしゃらないと思う。　
また、私をはじめとして不出来な弟子たちがゼミなどでつまらない報告をしても、きちんと最後まで聴いてくれた
（青木先生の場合は、そうしたときにタバコのパッケージによくいたずら書きをしていたから、報告の出来がいいのか悪いのか直ぐ分かったが……） 。都内の若手研究者が集 る東京労働法研究会などの研究会でも、先生は自分の主張を押し付けることなく、若手の意見に丁寧 耳を傾けて問題点を冷静にご指摘 される が常だった。年下の者にも、優しいお心遣いと気配りを つ な って たのである。　
とはいえ、先生は優しく穏やかな面ばかりを見せているわけではない。いつもは物事に柔軟に対応されるが、事に
当たるときには信念にぶれがな ことも先生 特筆すべき点であろう 前述したよう 学生会館の閉鎖 解体を決心したのは先生である。私は当時学生担当常務理事である先生の下 学生部長を務めていたが、先生は、火災が発生すると即座に当時の総長や他の理事を説き伏せて学館を閉鎖することを決定し、学生団体と交渉 行っ 学館解体 合意を取り付けることを指示された。 館を自主管 していた学 団体や新左翼系の政治グループの強い反対が予想されたから、気が重く難しい仕事であった 、先生が一貫 その方針を変えなかったおかげでなんとか乗り切ことができ と思う。
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また、労働法研究者として先生は、もともと比較的に偏ったところのない中道的なスタンスに立っていたが、時代
の流れとともに少なからぬ研究者が右にぶれて行ったときに、戦後プロレーバー労働法学の伝統を一貫して保持された。そのため先生のリベラルな学風がかえって際立つようになり いつのまにか左サイドにポジショリングされるようになった。これも先生の研究者としての信念の堅固さや軸のぶれのなさを表すものといえよう。　
こうしたお人柄であるから、金子先生のことを尊敬して慕う方が学生ＯＢだけではなく、教職員や学会の研究者の
中にもたくさんいらっしゃる。昨年末の最終講義 とき 外濠校舎の階段教室に立ち見が出るほどの数の人が聴講したことも、またその後に行わ たパーティでお祝いをするために薩埵ホール 溢れかえるほどの人が集まったことも、ひとえに先生の人徳の為せる業だ あらためて思う。　
短文ですませる予定であったが、いつの に これほど長文になってしまった。まだまだ書き足りないところがあ
るが、金子先生に対して「本当に長い間ご苦労様でし 」と心の中で声を けつつ、お世話になった皆 んを代表してあらためて感謝を申し上げて この拙文の筆を置くこととしたい。
